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私たちマルイチ産商の商売は食品の卸売。商品を仕入れて、小売店などに販売する仕事です。総合食
品卸として幅広い食品を取り扱っていますが、豊富な商材は当社の強みのほんの一部でしかありません。

私たちは単にモノを右から左に動かすのではなく、自ら産地へと足を運ぶ、あるいは小売店の売り
場改善をサポートする。卸でありながら川上から川下にまで入り込み、生産者と消費者のニーズを細
かく拾って自らビジネスを仕掛けていく。それが当社のスタイルです。

生産者と協力して新商品を開発する、新鮮な魚をよりはやく食卓に届けるために物流を改善する、
小売店に売り場の企画を提案してプロデュースする。

食品に関することで、新しいことに次々と挑戦できるのがマルイチ産商。
私たちと一緒に業界の常識を変えるようなビジネスを仕掛けていきましょう。

会社はみなさんの「叶えたいこと」を実現する場です。ミスマッチが起こらないた
めにも、お互いに興味をもって相互理解を深めることが大切だと考えています。その
ためにも、一人一人とじっくり向き合い、対話することを大切にしています。ぜひ色々
聞いてください！みなさんとお話できることを楽しみにしています。

【２days：人生で一番「さつまあげ」について
考える２日間】
12月7日・8日/２月12日・13日/２月15日・16日
【４days：たった一人で日本の「鮮魚流通」に
革命を起こす４日間】
２月４日～７日

マルイチの最初の印象は「長野にもこんな大きな会
社があるのか！」という驚きでした。説明会には現場
で働いている先輩が来ていろいろ話してくれました
が、みんなとても楽しそうに話すんです。良いところも
悪いところも包み隠さず話してくれ、こんな人たちと
働いてみたい！と思うようになりました。

現在は食品メーカーと小売業をつなぐパイプ役とし
て、日々商品の提案をしています。「つなぐ」と一言で
言っても、商品が安定して流れるように物流を組み立

てたり、メーカーと小売りとの間で情報を取りまとめた
り、様々です。私は7,000～8,000アイテムもある加工
食品という部門を担当しているので、覚えることもたく
さんあります。将来的には、誰にも負けない知識を
持って、得意先からの相談に応じ、お客様の売り上げ
アップに貢献できるようになりたいです。また、長野県
出身者として、地元のおいしさが全国に流通するよう
に貢献していきたいです。

食と人、人と人をつなぐ仕事
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中沢 航希／平成29年4月入社／長野支店食品課（上田市出身）

◆資 本 金　37億1,986万円
◆売 上 高　2,190億4,500万円（2018年6月実績）
◆従業員数　569名（男性451名、女性118名）
◆平均年齢　40.6歳
◆本　　社　〒381-2281 長野市市場3-48

◆事業拠点　長野（長野・松本）、東京、埼玉、
 　群馬、栃木、山梨、愛知、富山
◆連 絡 先　総務人事部人材開発チーム　横山 絢香
　TEL.026-282-8023
　E-mail saiyo@maruichi-sansho.co.jp

株式会社マルイチ産商 職場
環境

ヤリ
ガイ 商社

注目

産地と食卓をつなぎ、新鮮な美味しさを届ける

「食」を取り巻く国内外の環境が大きく変化するなか、マルイチ産商は卸売業でありながら、原料
調達から加工、商品化に至るまでの全ての工程に関与し、お客様に満足していただける商品を供給し
てゆくという、まさに「差別化と付加価値」を同時に実現する卸売業を目指しています。

その一つとして現在、自らの意思を込めてオリジナル商品を生み出す、「メーカー型卸」事業を推進
しています。例えば「オブセ牛乳焼きドーナツ」。地元長野県で愛されているオブセ牛乳の本当の美味
しさを、全国どこでも味わえるようにしたい、という商品開発担当の願いがカタチになった商品です。
私たちが生み出した商品は、長野県のみならず、全国へ販売拡大を行っています。

地域の食文化を担ってきた生産者とともに、新しい美味しさを生み出して食卓へ届ける。マルイチ  
産商だからこそ創造できる価値を生み出し、「メーカー型卸」として食の未来へと邁進していきます。

想いをカタチに、信州の美味しいを全国へ

・長野県最大手の総合食品卸売業
・自らの意思を込めてオリジナル商品を生み出す、「メーカー型卸」
・若手から活躍できる、「全員活躍企業」

当社のアピールポイント

Message

◆事業内容 総合食品卸売業（水産物・畜産物を
主体とした食料品全般の卸売）

◆設　　立 1951（昭和26）年
◆代 表 者 代表取締役社長 社長執行役員　平野 敏樹

創業当時から手がけている『凍り豆腐』や、多角化する時代に合わせて取り組み始めた『油揚げ』
『味付けいなり揚げ』『バッテラ昆布シート』など、当社の歴史を彩る商品は家庭用、業務用とで数百
点を超えます。日本全国以外に海外のお客様に喜んでいただくために、味付けや形状、固さや色調な
ど、日々社員の創意工夫がなされています。お子様からご年配の方まで「おいしい！また食べた
い！！」と思っていただけるように、「営業はお客様の声に耳を傾け→開発はご期待に添えるような商
品を検討し→設備は効率よく生産できる機械を考案し→製造は四季折々の変化に対応しながら商品
をつくり→品質保証は厳しいチェックを行い→営業がお客様のお声を伺う→」途切れることのない和
と輪の連鎖で仕事が進んでいます。社員が仕事をしながら思い浮かべているのは、「店頭で商品を手
に取っていただく際に･･･当社の商品が並ぶ食卓などで･･･」輝くお客様の笑顔です。

当社の命“大豆”は、多くの製造過程を経て様々な商品となり「栄養価が高く健康
にも美容にも良い」と注目され、多くのお客様にご愛顧をいただいています。同様
に、社員一人一人も様々な指導や経験を経て、会社になくてはならない存在に成長し
ています。皆さんも、この1粒1粒、一人一人に秘められた力と可能性にふれてみませ
んか？

2019年1月下旬、本社にて開催予定。詳細に
ついては会社ホームページをご覧ください。

私は「食で多くの人の健康を支えたい」と思い、栄養
豊富な大豆をニーズに合った形で提供している点に魅力
を感じ、入社をしました。

入社後1年は製造現場に配属されました。最初は不安
ばかりでしたが、自分から興味を持って行動することで
先輩方は何でも教えてくれましたし、しっかり評価してく
れたので、とても充実した日々となりました。また、報連
相などの社会人としての基本や、製品の知識の理解を深
めることができたので、今の仕事をする上でも、とても役

に立っています。この部署に配属となり半年が経ちます
が、現在は商品の製品検査、お客様から依頼される規格
書の作成などの業務を行っています。今後も一つ一つの
ことを確実にこなして、知識や経験を自分のものとし、
会社の戦力になれるように日々努力していきたいです。

就職活動では悩むこともあるかと思いますが、何より
も自分に自信を持つことが大切だと思います。皆さんと
一緒に働ける日がくることを、今から楽しみにしていま
す。

しっかりとした基礎作りが、今の自分を支え、未来の自分を育てる！
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若手社員／北澤 真紀／2017年4月入社／品質保証部

◆資 本 金　7,000万円
◆売 上 高　158億円（2018年3月実績）
◆従業員数　890名（男性450名、女性440名）
◆平均年齢　41歳
◆本　　社　〒380-0928 長野市若里1606

◆事業拠点　●工場／本社、更北、山梨　●支店／長野、東京、
　名古屋、大阪　●営業所／札幌、仙台、岡山、広島、四国、福岡
◆連 絡 先　総務部／採用担当　金澤、大久保
　TEL.026-226-1671
　E-mail saiyo@misuzu-co.co.jp

株式会社みすずコーポレーション 技術力 文・理
不問 メーカー

注目

「おいしいは、やさしい。」自分も、お客様も笑顔に。

味付けいなり揚げのシェア国内1位を誇る当社の強みは、商品の開発とともに、その製造機械の設
計や部品加工、組み立て、メンテナンスをすべて社員が行うという製造業として突出した開発技術力
を持っていることです。「オンリーワンの商品づくりは、既存の製造機械では成し得ない」と考えるか
らこそ、新しい商品が考案されるとそれを製造するための設備を、社内でＣＡＤを使って設計し機械
を組み立てます。自分たちが知り尽くした機械だからこそ、メンテナンスや故障時にも素早く対応で
き、製造現場のＳＯＳに素早く応えます。社員が安全で安心な環境で働けるよう、改良を重ねる設備
部門はまさに工場の名ドクター。食品製造会社なのになぜ機電系の募集があるの？と、不思議がられ
ますが、設備部門は当社の重要な心臓部なのです。この設備部門と製造部門のタッグにより、現社長
が就任したときに「日本一の油揚げ屋になる！」と宣言された言葉も、今、実現ししつつあります。

商品製造を支える心臓部はここにあり！

・伝統ある日本の食文化を、次の世代に渡すため、安全で安心な職場環境の実現に取り組んでいます。
・目指すは廃棄物ゼロ！ 資源循環型企業として、環境への取組みを生産活動の基盤に据えています。
・創業から116年。信州の美しい水と自然とともに、200年企業を目指して成長し続けています。

当社のアピールポイント

Message

◆事業内容 凍り豆腐、味付けいなり揚げ他大豆
加工製品、バッテラ昆布シート、など
のレトルト、チルド商品の製造販売

◆設　　立 1949（昭和24）年
◆代 表 者 代表取締役社長　塚田 裕一


